
横浜市自転車等施策
検討協議会

令和元年9月2日
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令和元年度第1回



説明内容

議事１ 各施策の実施状況について

議事２ 指標の設定状況について

議事３ その他
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横浜市自転車活用推進計画
【2019年度～2028年度】



各施策の実施状況
について
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１



基本理念と４つのテーマ 5

自転車の安全利用に
必要な、ルール・
マナーを伝える

安全・快適に
自転車を利用できる
通行環境をつくる

自転車を適切に
停められる
駐輪環境をつくる

自転車をヨコハマでの
暮らしやまちづくりに
いかす

基本
理念

賑わいと回遊性のあるまちづくりを目指し、日常からレジャーまで、
誰もが安心して快適に楽しめる自転車環境をつくる



各施策実施状況（本日の説明内容） 6

・幼児・児童向け交通安全教育の実施状況
・自転車交通安全啓発ツールの作成･活用
・思いやり SHARE THE ROAD 運動の推進
・自転車保険の加入促進

・重点エリアでの自転車通行空間の整備推進
〈鶴見駅周辺、戸塚駅周辺〉

・都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進

・駐輪場の附置義務制度の運用状況
・公共空間を活用した駐輪場整備

・「ひつじのショーンが案内する横浜横須賀めぐりサイクル
スタンプラリー」(2019年3月～6月開催）参加者アンケート
結果報告



テーマ【まもる】 7

■方針 ■具体の取組

方針
１

交通ルールを
学べる環境を
つくる

（１）切れ目のない交通安全教育の場・機会の充実

（２）教育・啓発・指導ができる体制づくり

方針
２

安全・安心に
自転車を利用
できる環境を
つくる

（１）自転車とクルマが互いに配慮できる意識啓発

（２）自転車保険の加入促進

（３）安全に乗るための点検・整備方法の周知啓発



まもる
8

切れ目のない交通安全教育の場・機会の充実

・自転車の交通ルールの周知・啓発は、各世代に応じて切れ目なく必要

市の取組 世代別教育の充実に取り組んでいます。

（１）幼児・児童向け交通安全教育

・幼児交通安全教室（幼稚園･保育園児)

・はまっ子交通あんぜん教室（小学生）

・民間の幼児向け・小学生向け教室の視察を実施

・将来の自転車ユーザーとなる幼児に対し、
幼児期からの自転車教育の検討をすすめます。



まもる
9

教育・啓発・指導ができる体制づくり

■乳幼児保護者 ■中学生向け ■高校生向け ■高齢者向け

■世代を問わず

・「みんなのサイクルルールブックよこはま」(2017年作成）の更新

・ 世代別啓発チラシ（乳幼児保護者･中学生･高校生･高齢者）のほか
世代を問わずに活用できる啓発チラシを作成

・ 交通安全教室の教材として活用するほか、区役所等で配布

・ 乳幼児保護者向けチラシは、乳幼児健診時に配布しているほか、
令和元年度からはポスター版を市内園等に配布

（２）自転車交通安全啓発ツールの作成･活用



まもる
10

自転車とクルマが互いに配慮できる意識啓発

自転車とクルマ それぞれの運転者に向けた啓発

市の取組 「思いやり SHARE THE ROAD 運動」を推進します。

・世界トライアスロン横浜大会等
イベントにおいてチラシ･反射材
の配布による啓発を実施。

・バス、タクシー等を運行
する事業者と連携し啓発
をすすめます。

思いやり SHARE THE ROAD 運動の推進



まもる
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自転車保険の加入促進

 「神奈川県自転車等の安全で適正な利用の促進に関する条例」
2019年４月１日施行

・自転車の安全で適正な利用
・自転車保険の加入義務化（2019年１０月１日施行） の２本柱で構成

（２）公共交通機関や区役所等でのポスター掲示等

（４）日々の交通安全教室を通じての啓発

（５）自転車保険への加入状況調査

市の取組 神奈川県と連携し、様々な機会を通じて、広報に取り組んでいます。

（１）広報紙・町内会を通じた啓発

（３）キャンペーン等での啓発



まもる
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自転車保険の加入促進

（１）広報紙・町内会を通じた啓発

①広報よこはま７月号３面に掲載

・自転車保険加入義務化について
・保険加入状況チェックシート
・自転車活用推進計画の策定

・本市の施策、事業等を市民に周知する
最も基礎的な広報媒体(毎月刊行し全戸配布）

・発行部数：約１５５万/月



まもる
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自転車保険の加入促進

②町内会を通じた班回覧の実施

・自治会･町内会を通じて、
啓発チラシ２種を班回覧し
周知を実施

回覧班数：約11万

神奈川県の啓発チラシ 横浜市の啓発チラシ



まもる
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自転車保険の加入促進

（２）公共交通機関や区役所等でのポスター掲示等

県と連携し、市内の各鉄道路線で駅貼りや車内広告等による啓発を実施

中吊り・窓上広告等車両内
横浜市営地下鉄線/横浜市営バス/東急東横線

デジタルサイネージ
横浜駅南口通路/区役所/ららぽーと横浜

駅構内ポスター掲出
JR京浜東北線･根岸線/ JR横須賀線/
金沢シーサイドライン/みなとみらい線

鉄道車内掲出用広告



まもる
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自転車保険の加入促進

（３）キャンペーン等での啓発

2019.6.8(土)

ヨコハマサイクルスタイル

2019.5.18日(土)

世界トライアスロン横浜大会

2019.4.13(土) 

シーサイドラインフェスタ

市内のサイクルイベント会場にブースを出展し、
親子連れ等幅広い世代に啓発を実施

夏の交通事故防止運動等のキャンペーンの機会を
利用して啓発うちわ配布等により義務化を周知

啓発用うちわ



まもる
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自転車保険の加入促進

（４）日々の交通安全教室を通じての啓発

世代別に実施している交通安全教室において、
保護者向け、小学生向け、中学生向けの啓発用
チラシを用い保険加入義務化の周知と加入促進
のための啓発を実施

小学生向け「はまっ子交通あんぜん教室」 中高生向け自転車交通安全教室

幼児交通安全訪問指導



まもる
17

自転車保険の加入促進

（５）自転車保険への加入状況調査

ＥＢＰＭの視点
からの助言

分析次年度の啓発に
活用

効果検証

ＥＢＰＭ（Evidence Based Policy Making）
政策の企画立案をその場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化したうえで
政策効果の測定に重要な関連を持つ情報やデータ（エビデンス）に基づくものとすること

調査実施
無作為抽出した市民10,000人
を対象に、自転車保険への加
入の有無や、情報を入手する
際に利用する媒体等について
アンケート調査を実施
(2019年7~8月)

２年目以降は、
調査結果に基づく
啓発手法の効果を検証

EBPM事業の一環として
調査で得られた情報から以後
の効果的な啓発方法を検討し
加入率向上につなげる



テーマ【はしる】 18

■方針 ■具体の取組

方針
１

地域の自転車
ネットワークを
つくる

（１）重点エリアでの自転車通行空間の整備推進

（２）都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進

方針
２

地域をつなぐ
広域ネットワーク
をつくる

（１）広域的な自転車ネットワークの形成

方針
３

安全で快適な
自転車通行環境を
つくる

（１）自転車通行環境の快適性向上



 重点エリアを指定し、エリアごとに地域の実情を
踏まえながら「自転車通行空間整備実行計画」を
策定します。

 実行計画に基づき自転車通行空間の整備を進めま
す。

19 重点エリアでの自転車通行空間の整備推進はしる

整備された自転車専用通行帯

19

自転車活用推進計画



重点エリアでの自転車通行空間の整備推進はしる

瀬谷市民の森

赤レンガパーク 大黒海釣り公園

横浜港
シンボルタワー

本牧海釣り公園

ふれーゆ

東京ガス
環境エネ
ルギー館キリン横浜

ビアビレッジ

八景島

三井アウトレット
横浜ベイサイドマリーナ

県立地球市民
かながわプラザ

田谷の洞窟
富岡総合公園

久良岐公園
本牧市民公園

長浜公園

蒔田公園 本牧山頂公園

保土ヶ谷公園

三ツ沢公園

たちばなの丘公園

岸根公園

三ツ池公園新横浜公園

四季の森公園
鶴見駅周辺

戸塚駅周辺

都心臨海部

いたち川プロムナード

国 道

国

道

 

臨港パーク

電気の史料館

みその公園横溝屋敷

横浜動物の森
ズーラシア

横浜ベイブリッジ

大倉山記念館

総特寺横浜アリーナ

野島公園

海の公園
柴漁港

称名寺

金沢文庫
金沢動物園

はまぎんこども
宇宙科学館

杉田劇場

磯子海釣り場

三殿台遺跡
横浜市電保存館

根岸競馬記念公苑
馬の博物館

三渓園 八聖殿郷土資料館

港の見える丘公園

横浜スタジアム

横浜ランドマークタワー

野毛山動物園

こども植物園

万騎が原
ちびっこ動物園
こども自然公園

日産スタジアム

新横浜ラーメン博物館

舞岡ふるさとの森

舞岡公園
境川遊水池公園

横浜市児童遊園地

長坂谷公園

金沢緑地

能見台緑地

横浜イングリッシュガーデン

寺家ふるさと村

山下公園

根岸森林公園

こどもの国

都筑中央公園

横浜国際プール

横浜市歴史博物館

港北ニュータウン

港北ニュータウン 鶴見駅周辺

戸塚駅周辺 都心臨海部

■重点エリア（2018年現在）

20



重点エリアでの自転車通行空間の整備推進はしる

 自転車、歩行者の交通量や自転車関
連事故の発生状況、通学路の指定、
主要施設へのアクセス等を考慮して
図Ａ～Ｆ路線（総延長約5.3km）を
整備路線として選定。

■鶴見駅周辺自転車通行空間整備実行計画（2018年策定）

事例：鶴見駅前郵便局付近

■矢羽根型路面標示のイメージ

自転車の通行位置や進行方向を車道に明示
することにより、自転車と自動車が車道で
混在することを示した通行空間

21



2%

49%49%

2%
27%

71%

3%

64%

33%

2%

38%
60%

重点エリアでの自転車通行空間の整備推進はしる
22

車道右側（逆走） 車道左側（順走） 歩道

A路線(旧東海道) E路線(本町通り)

■鶴見駅周辺自転車通行空間の整備効果検証

 2018年度にＡ路線、Ｅ路線の２路線に
矢羽根型路面標示を整備。

 整備前後で自転車の通行位置を調査。

2018年12/11(火)
7：00～10：00

N=815 N=727

A路線（旧東海道）

2018年12/4(火)
7：00～10：00

2019年6/4(火)
7：00～10：00 2019年6/11(火)

7：00～10：00

N=593 N=620



重点エリアでの自転車通行空間の整備推進はしる

 整備路線、整備方法等について地元
や交通管理者と協議し実行計画を策
定。

 整備着手に向け、整備対象路線の詳
細設計を実施。

■戸塚駅周辺自転車通行空間整備実行計画（2019年策定予定）

事例：鶴見駅前郵便局付近

■矢羽根型路面標示のイメージ

自転車の通行位置や進行方向を車道に明示
することにより、自転車と自動車が車道で
混在することを示した通行空間

23



 国内外からの観光客の増加や、回遊性を生み出す
まちづくりが期待されている都心臨海部において
【いかす】施策と連携し、安全で快適な自転車通
行環境の整備を進めます。

24 都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進はしる

都心臨海部

24

自転車活用推進計画



25 都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進はしる
25

計画の位置づけ

 「はしる」の枠組みでは３つの方針のもと7つの施策が挙げられており、
「都心臨海部での面的整備の推進」はその施策の１つとなっています。

 国内外から人の集まる都心臨海部は、コミュニティサイクル事業が展開さ
れており、ビジネスや観光など様々な場面で自転車が利用されています。

 都心臨海部では「いかす」施策と連携し、安全で快適な自転車通行環境の
整備を進めています。

方針１

地域の自転車
ネットワークを
つくる

（１）重点エリアでの
自転車通行空間の
整備推進

施策①重点エリア選定と実行計画の策定

施策②実行計画に沿った整備推進

方針２

地域をつなぐ
広域ネットワー
クをつくる

広域的な自転車
別途ワークの
形成

施策④ネットワーク計画に基づく整備の推進

施策⑤整備済の通行空間に関する情報提供の充実

方針３

安全で快適な
自転車通行環
境をつくる

自転車通行環境の
快適性向上

施策⑥自転車通行空間の確保

施策⑦自転車通行空間等の改善検討

（２）都心臨海部における
自転車利用環境
づくりの推進

施策③都心臨海部での面的整備の推進

＜「はしる」枠組みの3つの方針と7つの施策＞

＜コミュニティサイクル＞

＜都心臨海部＞



26 都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進はしる
26

都心臨海部自転車ネットワーク構想の作成

 都心臨海部での自転車通行空間を整備するにあたり、観光地としての特性を踏
まえた都心臨海部ならではのネットワーク構想が必要になります。

 観光地としての魅力を高め、回遊性の向上を図るネットワーク構想を作成する
ため、観光施設周辺での歩行者・自転車の交通量調査と利用者意向調査を行い
都心臨海部での自転車利用の現状と課題、将来展望、ネットワーク形成での注
意点等を把握します。

＜重点エリア＞

観光地としての観点で
の面的整備の推進

＜都心臨海部での整備推進＞

・自転車利用や自転車
関連事故の多い地域
(鉄道駅周辺等)
・その他自転車利用
環境の向上が必要な
地域

重点エリアとしての
面的整備の推進

・観光地としての魅力
を高める観点の整備
・観光・賑わい施設、コ
ミュニティサイクルポ
ート、駐輪場等の立地
を踏まえた整備

都心臨海部自転車ネットワーク構想



27 都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進はしる
27

都心臨海部自転車ネットワーク構想作成に向けた検討

＜検討範囲＞

2019年度の取組

既存及び計画中の自転
車NW路線に加え、新
たな路線を含めた左図
の範囲で調査を行い、
ネットワーク構想作成
に向けた検討を行って
います。



28 都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進はしる
28

交通量調査の実施

 観光施設周辺での自転
車利用を把握するため
2019年 7/7(日)・7/9 
(火)に観光施設周辺の
19箇所で歩行者・自転
車の交通量調査を実施
しました。

 今後、各路線について
流動図等を作成して各
路線の歩行者・自転車
の利用状況を整理して
いきます。

＜交通量調査箇所＞



29 都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進はしる
29

利用者意向調査の実施

 観光施設での自転車利用意向を把握するために、都心臨海部の主要な9箇所の
観光施設を対象として利用者意向調査の実施を予定しています。

 調査では属性、来訪目的、交通手段、移動経路、利用意向についてヒアリング
を行い、都心臨海部での自転車利用の現状と課題、将来展望、ネットワーク形
成での注意点等を把握します。

＜ヒアリング内容＞ ＜移動経路・利用意向把握イメージ＞

調査項目 質問

属性 ・国籍/年齢/人数
・訪問頻度
・他地域でレンタサイクルをしようしたことがあるか

来訪目的 ・来訪目的

交通手段 ・都心臨海部までの交通手段
・都心臨海部での交通手段
・自転車で移動した区間の書き込み

移動経路 ・都心臨海部での滞在時間
・移動経路を地図上に書き込み

利用意向 ・自転車で移動すると便利な区間の書き込み
・自転車で走ってみたい地域のマーキング
・都心臨海部で自転車を利用したいか



30 都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進はしる

＜道路再整備検討位置図＞

現在、「みなと大通り及び横
浜文化体育館周辺道路」にお
いて、車道福を狭めて歩行者
・自転車通行空間を拡充する
等、沿道利用状況を踏まえな
がら、道路空間の再構築を検
討しています。

<参考>

みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路再整備の検討について

30
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■方針 ■具体の取組

方針
３

まちに適した
駐輪対策を進める 地域、民間、行政の連携による駐輪対策の実施

方針
１

目的に応じた
駐輪場の「量」
を確保する

（１）買い物等の集客施設での利用に応じた駐輪場の確保

（２）鉄道利用等に対応した駐輪場の拡充

方針
２

サービスの
「質」を高める

（１）市営自転車駐車場のサービス向上

（２）持続可能な市営駐輪事業のしくみ構築
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32買い物等の集客施設での利用に応じた

駐輪場の確保

 駐輪場の附置義務制度の適切な運用により、駐輪
場を確保します。

 公共空間を活用した駐輪場の設置を、商店街や民
間事業者等と連携して推進します。

公共空間を活用した駐輪場設置

自転車活用推進計画



とめる
33

放置自転車台数の推移

 横浜市では「横浜市自転車等の放置防止に関する条例（昭和60年条例第16号）」に基づ
き、市営自転車駐車場の整備や放置自転車の移動作業等を行ってきました。

 これにより放置自転車台数は年々減少しており、駅周辺の環境は大きく改善されてきています。
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駐輪場の附置義務制度の適切な運用

 放置自転車台数は減少傾向にありますが、駅周辺に限らず、一部の集客施設周辺では、依然として施設
利用者による放置自転車が発生しています。

 また、共同住宅等についても、一部を除き駐輪場を設置する制度がなく、マンション等の周辺に自転車が放
置されている実態があります。

 そこで、市民の生活環境の保全及び都市機能の維持を図り、良好な都市環境の形成に資するため、駐輪
需要を発生させる集客施設及び共同住宅等を新築又は増築する際に、駐輪場の附置を義務付ける条例
を制定しました。

 横浜市自転車駐車場の附置等に関する条例 概要

• 市街化区域① 指定区域

• 一定規模以上の集客施設及び共同住宅等② 対象施設

• 条例で定める基準（次スライド参照）に基づき整備（大規模施設の緩和措置あり）③ 設置台数

• 敷地内④ 設置位置

• 命令違反、報告の未実施などの場合、罰則規定有⑤ 罰則規定

• 国の標準条例や他都市の先行条例を踏まえて策定⑥ 策定経緯

※ 施設を新築または増築する際に対象

※ 特性商業地域（容積率600%以上の地域）及び規則で定める地域（横浜都心・臨海地域）は別途緩和基準を設定

※ 集客施設においては、敷地からの歩行距離が概ね50メートル以内の場所に設置可能

※ 命令違反：50万円以下の罰金、報告・資料の未提出：20万円以下の罰金など

※ 2017年12月に市民意見募集を実施
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 附置義務台数の基準と施設規模のイメージ
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駐
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場

台
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（
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/
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）

敷地面積（㎡）

小売店舗（生鮮○） 小売店舗（生鮮×）

飲食店～官公署等 遊技場

学習施設 スポーツ施設

施設の用途 施設の規模 駐輪場の
設置の基準

小売店舗、飲食店・カラ
オケボックス等、レンタルビ
デオ店、劇場、病院・診
療所、銀行、郵便局、官
公署等

施設面積が
400㎡以上のもの

施設面積
20㎡ごとに１台

遊技場、学習施設 施設面積が
300㎡以上のもの

施設面積
15㎡ごとに１台

スポーツ施設 施設面積が
500㎡以上のもの

施設面積
25㎡ごとに１台

施設の種類 施設の規模 駐輪場の設置の基準

共同住宅
住戸の総数が

10戸以上のもの

一区画の専有面積が、
30 ㎡以下の住戸１戸毎に0.5 台
30 ㎡を超える住戸１戸ごとに１台

寄宿舎
住室の総数が

10室以上のもの
１人用の住室１室ごとに0.5 台、
複数人用の住室１室ごとに１台 施設面積（㎡）

駐輪場の附置義務制度の適切な運用
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例 一層建ての平均的な食品スーパー（郊外部）
【用途】 小売店舗（生鮮食品等取扱あり）
【面積】 1,000㎡ → 【附置義務】50台
【類似例】 県内 食品スーパー（1,153㎡）

例 遊技場部分１層のパチンコ店（郊外型店舗）
【用途】 遊技場
【面積】 5,000㎡ → 【附置義務】334台
【類似例】 県内パチンコ店 (１階対象部分5,000㎡)

例 一層建ての衣料品店
【用途】 小売店（生鮮食品等取扱なし）
【面積】 1,000㎡ → 【附置義務】27台
【類似例】 県内 衣料品店（1,217㎡）

例 病院
【用途】 病院・診療所
【面積】 5,000㎡ → 【附置義務】90台（上限値）

【類似例】 市内病院 外来診療フロア（２層）

食品スーパー（平均：1,000㎡程度）

パチンコ店（平均：5,000~10,000㎡程度） 病院（規模は診療科等により異なる）

衣料品店（平均：1,000㎡程度）

駐輪場の附置義務制度の適切な運用
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 駐輪場附置義務条例 適合確認件数等（2019年4月～7月末）

件数 附置台数

集客施設 8 328

共同住宅等 99 2,288

複合施設※ 6 1,123

合計 113 3,739

※ 1つの施設内に集客施設と共同住宅等が両方含まれるもの

年間附置台数（見込）：約10,000台

駐輪場の附置義務制度の適切な運用
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公共空間を活用した駐輪場の整備

2019年1月

鶴見駅西口バスターミナルの一部
用地にて、駐輪場の運営事業者を
公募。

駐輪場の整備手法の一つとして、「道路占用入札」により民間事業者に駐輪
場を整備・運営してもらう仕組みを新たにスタート。

2019年6月

羽沢横浜国大駅（2019年11月開業
予定）近隣用地にて、駐輪場の運営
事業者を公募。
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■方針 ■具体の取組

方針
１

健康的な
「ライフスタイル」
にいかす

（１）自転車を活かした健康づくりの支援

（２）サイクルスポーツへの興味を高める取組推進

方針
２

横浜らしい
「まちづくり」
にいかす

（１）観光や賑わいのあるまちづくりでの自転車活用の推進

（２）まちづくりと連携した自転車活用の推進
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 都心臨海部において、自転車通行空間の整備や観光施設
・公園・港湾緑地等での駐輪場の設置を検討します。

 コミュニティサイクル「ベイバイク」についてサイクル
ポート拡充等の利用促進を進めます。

 地域の賑わいを創出するサイクルイベントの開催支援等
を行います。

観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

自転車活用推進計画
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本市主催のサイクルイベント

（横浜市道路局・横須賀集客促進実行委
員会主催）

観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進
サイクルスタンプラリーの開催
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サイクルスタンプラリー実施概要

自転車の活用を推進し賑わいの創出を図るため、横浜、横須賀をめぐるサイク
ルスタンプラリーを開催。

開 催 期 間 ：2019年3月1日（金）～6月9日（日）
主 催 ：横浜市道路局、横須賀集客促進実行委員会
スタンプ設置箇所 ：横浜市内 8箇所、横須賀市内 8箇所
応 募 要 領 ：スタンプ押印数に応じて抽選にて賞品を進呈。応募用紙にアンケートを付帯。
アンケート回答者数：1,047人（参加者数：1,237人）
アンケート設問内容：以下のとおり

項目 設問内容
参加者属性 住所、年齢、性別

本イベントを知ったきっかけ イベントを知った媒体

レンタ・シェアサイクル利用の有無 利用場所

走行して魅力に感じたこと 景色、グルメ、道路、立寄施設、その他において魅力に感じた
ことを市別に回答

参加人数 一緒に参加した人数

予算 イベントにかけた費用

感想 参加した感想
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【参加者全体】

横浜市, 551, 
52.6%

横須賀市, 
233, 22.3%

川崎市, 33, 
3.2%

藤沢市, 25, 
2.4%

神奈川県その

他, 59, 5.6%

東京都, 81, 
7.7%

埼玉県, 22, 
2.1%

千葉県, 15, 
1.4%

茨城県, 2, 
0.2%

群馬県, 3, 
0.3% その他, 21, 

2.0%
無回答, 2, 

0.2%

n=1047

単位：人

神奈川県その他

逗子市 10 葉山町 2

相模原市 8 大和市 2

茅ヶ崎市 7 大磯町 2

三浦市 6 平塚市 1

座間市 4 小田原市 1

鎌倉市 4 山北町 1

秦野市 3 寒川町 1

厚木市 3 海老名市 1

綾瀬市 3 （単位:人）

神奈川県在住者が86％を占めた。また東京都、千葉県、埼玉県など関東圏
全域から参加があった。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
参加者居住地

その他都道府県

大阪府 7 秋田県 1

新潟県 3 岡山県 1

福島県 3 奈良県 1

長野県 2 兵庫県 1

愛知県 2 （単位:人）
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【性別】 【年代】

男性の参加者が若干多かった。
 30～50代で64％を占めるが、全世代からの参加があった。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
性別・年代

男性
57.1%

女性
42.8%

無回答
0.1%

n=1047

単位：人

10歳未満
6.7%

10代
6.8%

20代
8.0%

30代
16.9%

40代
26.6%

50代
20.6%

60代
9.6%

70代以上
4.3%

無回答
0.6%

n=1047

単位：人
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【性別・年代別】

10歳未満, 
39, 6.5%

10代, 45, 
7.5%

20代, 38, 
6.4%

30代, 82, 
13.7%

40代, 172, 
28.8%

50代, 136, 
22.7%

60代, 57, 
9.5%

70代以上, 
25, 4.2%

無回答, 4, 
0.7%

n=598

単位：人

10歳未満, 
30, 6.7%

10代, 26, 
5.8%

20代, 46, 
10.3%

30代, 95, 
21.2%

40代, 106, 
23.7%

50代, 80, 
17.9%

60代, 43, 
9.6%

70代以上, 
20, 4.5%

無回答, 2, 
0.4%

n=448

単位：人

男性40代、男性50代、女性40代の順に参加者が多かった。

男性 女性

サイクルスタンプラリー アンケート結果
性別・年代
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スタンプポイント16箇所を全て回った参加者が最も多かった。また11箇所
以上を回った参加者が半数以上となった。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
スタンプ押印数

【スタンプ押印数】
4箇所以下

11.5%

5～8箇所
12.7%

9～10箇所
23.0%

11～15箇所
10.5%

16箇所
42.3%

n=1047

単位：人
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 20代、40代、50代の約半数の参加者が16箇所全て回っている。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
スタンプ押印数

【年代別スタンプ押印数】
11.5 

22.9 

11.3 

10.7 

13.6 

7.6 

13.0 

10.0 

4.4 

12.7 

10.0 

7.0 

11.9 

9.0 

12.9 

14.4 

19.0 

20.0 

23.0 

25.7 

29.6 

20.2 

26.6 

22.3 

16.7 

25.0 

28.9 

10.5 

18.6 

12.7 

9.5 

11.9 

10.1 

8.3 

8.0 

11.1 

42.3 

22.9 

39.4 

47.6 

39.0 

47.1 

47.7 

38.0 

35.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

4ヶ所以下 5ヶ所～8ヶ所 9ヶ所～10ヶ所 11ヶ所～15ヶ所 16ヶ所

n=1047

n=70

n=71

n=84

n=177

n=278

n=216

n=100

n=45

※年代無回答除く
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 横浜市においては「横浜開港資料館」「赤レンガ倉庫」、横須賀市においては「三笠
ビル商店街」「世界三大記念艦 三笠」でのスタンプの押印が多かった。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
スタンプ押印数

【施設別押印数】 569

583

696

904

911

760

667

612

824

880

938

954

740

670

744

661

0 200 400 600 800 1000 1200

日産スタジアム

横浜水道記念館

横浜イングリッシュガーデン

横浜赤レンガ倉庫

横浜開港資料館

イギリス館

馬の博物館（根岸競馬記念公苑）

金沢自然公園

浄土寺

カフェレストラン・コルセール

世界三大記念艦「三笠」

三笠ビル商店街

浦賀コミュニティセンター分館

サロンアカンサス

東京湾フェリー

ソレイユの丘

n=12113
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【全体】

サイクルスタンプラリー アンケート結果
参加人数

 2人での参加が最も多かったが、1人での参加や3～4人での参加も一定の割
合を占めている。

1人
22.3%

2人
36.6%

3人
17.5%

4人
12.3%

5人
4.6%

6人以上
4.7%

無回答
2.0%

n=1047

単位：人
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【年代別参加人数】

サイクルスタンプラリー アンケート結果
参加人数

 40～50代では1人参加の割合が増える。10代以下の若年層は3～4人での参
加の割合が多いことから、家族での参加が一定数あったことが伺える。

22.3

2.8

11.9

19.8

27.7

34.7

25.0

22.2

36.6

18.6

26.8

53.6

40.7

31.7

41.7

39.0

33.3

17.5

22.9

32.4

16.7

19.2

14.7

12.0

16.0

28.9

12.3

31.4

28.2

10.7

7.3

14.4

4.6

13.0

4.6

5.7

2.8

3.6

4.5

5.4

2.8

4.0

13.3

4.7

15.7

4.2

3.6

5.1

5.0

2.8

3.0

2.0

5.7

2.8

3.4

1.1

1.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

1人 2人 3人 4人 5人 6人以上 無回答
※年代無回答除く

n=1047

n=70

n=71

n=84

n=177

n=278

n=216

n=100

n=45
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【横浜市】 【横須賀市】

 2市ともに「景色」が最も多い。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
走行して魅力に感じたこと

673

337

280

172

70

76

0 100 200 300 400 500 600 700 800

景色

立ち寄り施設

グルメ

道路

その他

無回答 n=1608

複数回答

667

338

365

145

74

57

0 100 200 300 400 500 600 700 800

景色

立ち寄り施設

グルメ

道路

その他

無回答 n=1646

複数回答
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52サイクルスタンプラリー アンケート結果

走行して魅力に感じたこと【景色】

【横浜市】 【横須賀市】

 2市ともに、海や港周辺の景色が好評であった。

68

12

12

21

31

34

34

35

40

46

185

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

その他

観音崎

三笠公園

山

浦賀、叶神社

船、軍艦

港（軍港）

景色、街並み、自然

ヴェルニー公園

ソレイユの丘

海

横須賀の景色

（回答数）

76
7
8

15
19
19

25
26
26
27

33
55

58
71

83

0 20 40 60 80 100

その他
馬の博物館

イングリッシュガーデン
水道記念館
山手エリア

高台からの景色
山下公園
花・バラ

金沢自然公園
イギリス館

港の見える丘公園
赤レンガ倉庫

街並みや建物、歴史
みなとみらい
海、港周辺

横浜の景色

（回答数）

自然豊か
都会的
景色の変化に富んでいる
夜景

※「その他」の主な回答
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53サイクルスタンプラリー アンケート結果

走行して魅力に感じたこと【グルメ】

【横浜市】 【横須賀市】

横浜市は「中華街」、横須賀市は「カレー」の人気が高い。

※「その他」の主な回答 おいしいものが多い
パンケーキ
カフェ
おしゃれ

67

4

6

7

11

11

14

19

51

0 20 40 60 80

その他

アイス・ソフトクリーム

海鮮

カレー

ラーメン

パン

その他中華

赤レンガ倉庫の店舗、イベント

中華街

横浜のグルメ

（回答数）

40

2

2

4

6

11

13

19

54

66

116

0 20 40 60 80 100 120

その他

肉

アメリカの味

鴨鶴

ラーメン

パン

アイス・ソフトクリーム

サロンアカンサス

ハンバーガー

海鮮・寿司

カレー

横須賀のグルメ

（回答数）
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【横浜市】 【横須賀市】

具体的なルート・場所の回答が最も多かった。
横浜市は「坂が多い」、横須賀市では「走りやすかった」という意見も多
かった。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
走行して魅力に感じたこと【道路】

※「具体的なルート・場所」の主な回答 ※「具体的なルート・場所」の主な回答山手エリア
山下公園
湾岸道路（国道357号）
みなとみらい

14

2

3

5

7

48

59

0 20 40 60

その他

整備されていた

走りにくい

トンネルが多い・怖い

坂が多い

走りやすかった

具体的なルート・場所

横須賀の道路

（回答数）

国道134号
国道16号
馬堀海岸
平成通り

11

8

15

22

25

30

52

0 20 40 60

その他

整備されていた

走りにくい

自転車レーン、自転車専用通行帯が走りやすい

走りやすかった

坂が多い

具体的なルート・場所

横浜の道路

（回答数）
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55サイクルスタンプラリー アンケート結果

走行して魅力に感じたこと【立寄施設】

【横浜市】 【横須賀市】

横浜税関

放送ライブラリー
コレットマーレ
山手西洋館
万葉の湯
シーバス
三渓園
海上保安史料館
横浜駅

イオン横須賀店

湯楽の里
観音崎自然博物館
横須賀美術館
猿島
安針塚
熊野神社

参加者はスタンプポイント以外の観光施設にも多く立ち寄っており、まちの
賑わい創出に一定の寄与があったと言える。

「その他」の主な回答
（回答数：1～2）

「その他」の主な回答
（回答数：1～2）

65
3
3
4
4
4
4
4

6
6
7

11
19

21
30

33
34

41
42

0 20 40 60 80

その他
ワールドポーターズ

根岸森林公園
ランドマークタワー

中華街
日産スタジアム
象の鼻パーク
スカイウォーク

カップヌードルミュージアム
大さん橋

みなとみらい
山下公園

横浜開港資料館
馬の博物館

横浜イングリッシュガーデン
金沢自然公園

イギリス館
横浜水道記念館

横浜赤レンガ倉庫

横浜の立寄施設

（回答数）

67
3
4
4
5
5

8
8
9

11
11

15
16

20
24

30
55
56

0 20 40 60 80

その他

観音崎公園

よこすかポートマーケット

三笠ビル商店街

港・軍港巡り

ペリー記念館

すかなごっそ

渡し船

コルセール

叶神社

東京湾フェリー

三笠公園

浄土寺

浦賀コミュニティセンター分館

ヴェルニー公園

サロンアカンサス

世界三大記念艦「三笠」

ソレイユの丘

横須賀の立寄施設

（回答数）
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【全体】

※その他の主な回答

308

165

145

134

118

88

45

21

12

130

8

0 50 100 150 200 250 300 350

周囲の人からの口コミ・SNS

公式ホームページ

チラシ・ポスター

駅パンフレットラック

鉄道駅張りポスター・車内広告

市広報誌

自転車ショップ

市SNS

新聞記事

その他

無回答

（回答数）

n=1174

複数回答

スタンプ設置施設で見かけた

イベント（シーサイドフェスタ等）

WEB（検索サイト等）

口コミ・SNSが最も多く、次いで公式HPであった。

サイクルスタンプラリー アンケート結果
本イベントを知ったきっかけ



いかす
57サイクルスタンプラリー アンケート結果

レンタ・シェアサイクル利用有無

【全体】

 12％（122名）の参加者がレンタ・シェアサイクルを利用した。

【利用者の居住地】

横浜市・横須

賀市在住者

68.0%

2市以外

在住者

32.0%

n=122

単位：人

横浜で使った
7.1% 横須賀で

使った
1.6%

両方で使った
3.0%

使っていない
87.3%

無回答
1.1%

n=1047

単位：人
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【全体】

サイクルスタンプラリー アンケート結果
予算

 3000円以上4000円未満が最も多い。

500円～
4.7%

1000円～
10.7%

2000円～
24.1%

3000円～
37.6%

4000円以上
19.2%

無回答
3.7%

n=1047

単位：人
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59サイクルスタンプラリー アンケート結果

本イベントに参加しての感想

【良かったことなど】 【不便に感じたことなど】

全体的に「楽しかった、気持ちよかった」「新たな発見があった」などの肯定
的な意見が多くを占めた。ラックが無いなどの不便さに対する意見もあった。

32

5

7

10

24

32

36

101

142

339

0 100 200 300 400

その他

自転車利用環境がよい

坂が多く大変だったが、楽しかった

レンタ・シェアサイクルがよかった

街並み・景色がよい

賞品やショーンが良かった

スタンプ施設の感想

またやってほしい

知らなかったところ、新たな発見があった

楽しかった・気持ちよかった

感想（良かったことなど）

n=728

（回答数）

6

8

9

9

10

10

11

14

19

24

25

25

0 10 20 30 40

レンタ・シェアサイクルが借りづらい

パンフ・地図が分かりづらい

スタンプが壊れていた、使いづらかった

坂が大変

スタンプが押せる時間が短い

ラック（駐輪場）の場所が分かりづらい

スタンプ施設の場所が分かりづらい

スタンプ施設の場所が偏っている

回るのが大変

スタンプ台が駐輪場から遠い・分かりづらい

ラック（駐輪場）が無い

通行空間や受入環境に関する意見

感想（不便に感じたことなど）

n=170

（回答数）
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60サイクルスタンプラリー アンケート結果

本イベントに参加しての感想【抜粋】

【良かったことなど】

【不便に感じたことなど】

• 普段行けないところに行けて、新たな発見があって楽しかった。子供も楽しめる施
設もあり、また訪れたいと思った。

• スタンプを集める子供たちの楽しい顔が親としてうれしかったです。大好きなショ
ーンのスタンプを集めながら今まで行かなかった所に行けて感謝です。

• スタンプポイントが海山双方にあり、観光客や地元民、走り慣れている人、いない
人、両方にバランス良く対応できる構成になっていて良い企画だと思います。

• とても楽しい旅になりました。運動不足も解消して健康で風邪もひかないくらい元
気になりました。ありがとうございました。

• ロードバイクで参加したためサイクルラックがなく不便だった。街中では車や信号
が多く走りにくい。

• 両市とも、もう少し、自転車が走りやすい街になってほしいです。
• スタンプポイントが少し離れた場所にあったのと17時までと短いのが難。
• 各ポイントの案内が分かりづらかった。PR不足か参加者が少なく思えたので積極的
にPRしてもらいたい。
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61サイクルスタンプラリー アンケート結果

まとめと課題

 参加者からは総じて高評価を得たイベントとなり、横須賀市との連携、ひつじの
ショーンの起用は効果があったと考えられる。

 幅広い世代から参加があった。家族での参加（子どもと一緒に回れて楽しかった
という意見も多数）も見られ、広く自転車利用促進に寄与したと言える。

 一方で40～50代男性の参加が多く、この年代で16か所すべて回った割合が高かっ
たことから、自転車のヘビーユーザーの参加も一定数あったことが伺える。

 魅力的に感じたことは、両市ともに「景色」であることから、余暇における自転
車利用において重要な項目であるといえる。また「行ったことがないところに行
けた・新たな発見ができた」などの感想も多く、スタンプポイント以外の施設に
も立ち寄る傾向が見られたことから、まちの賑わい創出にも寄与したと言える。

 ラック（駐輪場）や自転車通行空間の問題など、不便さに対する意見も挙がって
おり、まち全体で自転車を受け入れる環境の整備も必要である。

 イベントPR・広報については、計画的な周知やSNSやホームページの効果的な活
用が重要である。

 自転車通行空間や駐輪スペースの整備とあわせて、自転車活用推進の取組を検討
していくことが重要である。
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2 指標の設定状況について



計画推進の指標 63

指標名
ま
も
る

は
し
る

と
め
る

い
か
す

自転車関係交通事故件数 1,800 件以下 2,093 件　 （2017年） 〇 〇

自転車通行ルールの
認知度

〇

自転車保険の加入率 〇

自転車通行空間の
整備延長

43 Km （累計） 33 Km
（累計・2017年
度末実績） 〇

放置自転車台数 6,600 台未満 8,297 台 （2017年実績） 〇

附置義務条例による集客施
設の駐輪場収容台数の増
加

7,200 台 － ○

自転車関連イベント（「いか
す」施策）の開催件数
（市が関係するもの）

10 件

（2019年
度～

2021年
度累計）

－ 〇

自転車利用環境の
満足度

〇 〇 〇 〇

実現に関連するテーマ

2021年度末時点 現状

2019年度より
向上

2019年度に実施予定の市民向け
アンケート調査結果等により指標を設定

2019年度より
向上

2019年度に実施予定の市民向け
アンケート調査結果により指標を設定

2019年度より
向上

2019年度に実施予定の市民向け
アンケート調査結果等により指標を設定

自転車活用推進計画の指標 （計画P30)
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『自転車のルールや保険加入状況』に関する意識調査の実施

対 象 者：無作為抽出により市民１万人に送付
実施期間：2019年7月～8月（提出期限：2019年８月31日）
主な設問内容：

＊今回のアンケート結果等により指標を設定し、今後３年間、継続して同様の意識調査を行い、
達成状況を確認します。

自転車を利用するとき気を付けていること

市内で自転車を利用するときの道路の安全・快適性

市内で自転車を利用するときの駐輪場の使いやすさ

自転車保険への加入について

自転車の交通ルールの順守について

健康づくりやまちづくり、観光への自転車活用について



計画の推進体制とフォローアップ 65

 推進状況について、「横浜市自転車等施策検討協議会」に毎年報告します。
 協議会の助言を受けつつ、指標の達成状況等を確認します。
■フォローアップのスケジュール
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